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新潟県制度融資「新型感染症・物価高騰等対策伴走支援型資金」のご案内
「ゼロゼロ融資」の借換や物価高騰の影響による資金繰りを支援します

令和５年度税制改正におけるインボイス制度支援措置について

１．融資対象者
　新型コロナウイルス感染拡大や物価高騰等の影響を受け、下記のいずれかの項目に該当し、かつ経営
行動計画を作成した中小企業者

　（１）‌�セーフティネット保証４号（前年同月比較し売上高20％減少）または５号（売上高５％減少）のい
ずれかの認定を受けること

　（２）最近１か月間の売上高が、前年同月と比較して５％以上減少していること
　（３）‌�最近１か月間の売上高総利益率または営業利益率が、前年同月または直近決算と比較して５％以

上減少していること
　（４）‌�直近決算の売上高総利益率または営業利益率が、直近決算前期と比較して５％以上減少している

こと

２．融資限度額・期間　１億円・10年以内（うち据置５年以内）
３．融資利率　　　　　1.15～1.75%（融資期間に応じて変動）
４．保証料率　　　　　（１）の場合、保証料なし　（２）～（４）の場合、保証料率0.12％～0.92%

制度お問い合わせ 　新潟県産業労働部地域産業振興課　金融係（025-280-5240）

制度融資相談先　新潟県金融相談窓口（025-285-6887／平日８：30～17：30）

　令和５年度税制改正の大綱が公表され、新たにインボイス制度について支援措置が取られることとな
りました。インボイス制度に関する主な改正内容は下記の通りです。

①‌�免税事業者からインボイス発行事業者となった方は
令和５年10月１日～令和８年９月30日までの課税期
間において特例として売上税額の２割を納税額とす
ることができます。（右図は事例）
②‌�２年前（基準期間）の課税売上が１億円以下または１
年前の上半期（６か月）の課税売上が５千万円以下の
事業者は、１万円未満の課税仕入れを帳簿保存のみ
で仕入税額控除することができます。（令和５年10月１日～令和11年９月30日）
③‌�すべての事業者は１万円未満の値引きや返品等について、返還インボイスを交付する必要がなくなり
ます。（振込手数料分を値引き処理する場合も同様）
④‌�令和５年10月１日（インボイス制度施行日）に登録を受けようとする事業者について、令和５年９月
30日まで申請期限を延長します。
　‌�※適格請求書の発行に必要な番号がお手元に届くまで数週間かかる場合があります。登録をされる方
はお早めの申請をおすすめします。

【制度に関するお問い合わせ】インボイスコールセンター（0120-205-553／平日９：00～17：00）
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新潟商工会議所 早期景気観測調査結果　１月分調査

工場・倉庫・HACCP対応食品工場の建築
おまかせください‼

コスモ建設㈱

システム建築により自由設計、
ローコスト・短工期を実現！

〒950-0983　　　
新潟県新潟市中央区神道寺2-2-25

TEL025-245-7111　FAX025-245-7119
メールアドレス：info@cosmo-k-co.com

で検索

※日鉄物産システム
　建築㈱の施工会員
　です。

プラン図概算見積無料

景気動向（前年同月比）全産業ＤＩ値 （2022年１月～2023年１月）

建 設 業
発注先の業績も徐々に回復しており、４月以降は工事の受注も増えてくる予想。（電機）
従業員の中で第８波の家庭内感染者が続出、業務に影響が出てきた。（リフォーム）

製 造 業 仕入コスト上昇の影響は避けられない。販売価格への転嫁をいかに納得いただけるかが鍵。（印刷）

卸 売 業
年末年始の最需要期を過ぎ、消費者の購買行動も鈍化。今後の天候次第で更なる低迷も懸念される。（青果）
降雪のため工事施工ができず、商いは閑散としている。（建材）

小 売 業
大雪やコロナ第８波の影響で売上減少。（眼鏡販売）
何とも判断が難しい年明けとなった。好転を希望するが、今月の状況次第だと思う。（印鑑・印刷）

サービス業
仕入価格上昇に伴う価格転嫁の問題と、何よりも人手不足が解消されないと規模拡大は難しい。（レストラン）
政府が賃金の見直しを進めようとしているが、中小企業には難しいものがある。（タクシー）
昨年11月以降、第８波による感染により出勤できない従業員が急増し、人手不足感がさらに強まっている。（運輸）

【１月の概要】
　業況判断を示すDI値は、「売上」は２ヵ月連続で悪化したが、「採算」「業況」「仕入」で小幅ながら改善。
先行きDIは、「売上」「採算」「業況」で２ケタ台の改善を示し、明るい兆しも見え始めた。
　一方で、事業者からは、一部で業績回復の見方はあるものの、価格転嫁の問題、新型コロナ第８波の影響、
深刻な人手不足、大雪の影響等、マイナス要素のコメントも多い。依然として直面する課題は多く、天候にも
左右される時期に差し掛かっており、さらに慎重な経営判断が求められる。
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全産業平均DI値 向こう３か月間の先行き見通しDI値
売上（受注・出荷） 採算 業況 仕入単価 従業員 売上（受注・出荷） 採算 業況 仕入単価 従業員

11
　
月

8.0 ▲8.0 ▲6.0 ▲85.5 28.0 ▲3.0 ▲17.0 ▲6.0 ▲56.0 32.0

12
　
月

▲1.0 ▲23.5 ▲21.6 ▲81.9 29.4 ▲11.8 ▲28.4 ▲24.5 ▲57.8 33.3

１
　
月

▲8.9 ▲18.8 ▲17.8 ▲79.7 24.8 7.9 ▲12.9 ▲12.9 ▲60.4 29.7
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